
長田 守弘 氏

福山市 2024年１２月取材

【経営状況】
◆就農：令和４年４月
◆経営面積：95a（白ねぎ、キャベツ等）
◆雇用人員：なし
◆販路：JA、産直市、学校給食等

天気等色々なことに影響を受けるため、
思い通りにいかないことも多いですが、
やりがいのある仕事です。

収穫前の白ねぎ ほ場風景

長田 守弘（ながた もりひろ）さん

就農３年目

就農を考えている人への一言

【就農のきっかけ】
サラリーマンをしていたが、父親が他界し農地を相続。

勤めながら土日に耕運や草刈りなど農地管理をしていたが、
会社員との両立が難しくなり就農を決意した。
【課題と解決】
就農する時に広島県東部農業技術指導所を通じて白ねぎ

部会を紹介され、白ねぎの栽培を始めた。白ねぎ部会には
グループLINEがあり、困ったこと、分からないことがある
時には相談している。
【今後の経営方針】
栽培面積を拡大するとともに、栽培技術の向上を図る。

令和７年当初から、福山市の生産者と合同で、加工用

キャベツを三原市の野菜加工会社へ納品することを予定。


